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研究成果の概要（和文）：研究期間内に、学会発表（公開シンポジウム含む）を13件（うち、国際学会5件）、
論文を11本（うち、査読有5本、国際誌4本）、図書4冊（うち、英文1冊）を研究成果として打ち出すとともに、
研究成果を広く世に問うべくホームページを立ち上げた。これらの研究活動を通して、教育思想史には大きく分
けて、「ロゴス論の系譜」（数値化を代表とする可視化傾向、技術的合理化・普遍化志向を有する）と、「パト
ス論の系譜」（ロゴス論の系譜から零れ落ちるものに焦点を当て、現行の潮流が図らずも周縁化・排除している
ものごとからオールタナティヴな新しい潮流を創始しうる（その潜在的可能性を見出しうる））があることを明
らかにした。

研究成果の概要（英文）：During the research period, 13 conference presentations and symposia
(including 5 international ones), 11 articles (including 5 refereed and 4 international journals) 
and 4 books (including 1 in English) were produced as research results, and a website was launched 
to publicise the research results. Through these research activities, we find that the history of 
educational thoughts has been broadly divided into the 'genealogy of logos theory' (with its 
tendency towards visualisation as schematisation, technical rationalisation and universalisation, 
represented by quantification) and the 'genealogy of pathos theory' (focusing on what falls out of 
the genealogy of logos theory and what current trends have unintentionally moved away, marginalised 
and excluded, and finding out their potentials to initiate something new and alternative to the 
current trends).

研究分野： 教育学、教育人間学

キーワード： パトス論　臨床の知　例示　アナロジー　解釈学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で明らかにしたように、パトス論的な知は、近代教育学の認識や思考のあり様に再考を迫り、複数的・多
義的・離接的な人間像・世界像の構想を可能にする教育学の新たなパラダイムを創成することができる。また、
この新たなパラダイムに立つ教育学は、教育学研究において近年、盛んになりつつある臨床的なフィールドワー
ク研究や質的な事例研究に根拠と原理を提供し、人びとに寄り添う「臨床の知」の生成に貢献することもでき
る。加えて、限られた情報から世界全体の動向を見通すことが求められる今日のグローバル社会を生きる子ども
たちの育成、および、それを支援・促進する教師の育成や実践力の向上にも寄与し得ることが示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
●事例応用力とアナロジー的思考の衰弱化 
 例えば、ある教師がある授業時間に「提出物には名前を書くように」と指示を出したとしよう。
この指示は、どの教師がどの時間に提出を求めるどの提出物にも通用し得るし、教師以外の人物
に書類を提出する際にも応用できる。だが、場合によっては、名前を書いてはいけない提出物も
ある。人物や場面が変わるごとに一から説明を求めるのではなく、いま・ここで示された一つの
例が（いかにうまく）他のどの場面に応用できるのかを判断する能力は、人間が日常の生活世界
を生きていく上で必要不可欠なものである。 
 他方また、「少々、困っている」とか「しばらく様子を見よう」といった曖昧な表現も、日常
の生活世界ではよく使われる。そこで示されている量や時間の程度をうまく類推できなければ、
人間は他者とともに生きる世界でスムーズに振る舞うことができない。 
 実証科学と親和的に発展・展開してきた近代教育学は、人間の生と人間が生きる世界をどの人
にとっても誤解や齟齬の生じにくい「わかりやすい」ものにするべく、人間の生と世界に関する
知を実証科学的に説明可能な、evidence-based なものに縮減し、そうした知について教授－学
習するための科学的・合理的な方法のマニュアル化を進めてきた。その結果、上述したような事
例応用力やアナロジー的思考を衰弱化させつつある。 
 
●語りえない知と教育 
 例やアナロジーは、可視的でないもの、一義的・明示的に語り得えないものをさし示すことが
できる。不可視で語り得ないからといって、さし示されているものが存在しないわけではなく、
その意味を他者と共有／分有することはできる。この種の語り得ない知は、古くは古代ギリシャ
から、レトリックの知や実践の知（フロネーシス）等として論じられてきた。現代においても、
ド・セルトーが「日常的実践の知」として、また、中村雄二郎が「臨床の知」として主題化して
いる。 
 近代教育学との関連性について述べるなら、その成立期にあたる 18 世紀、ヘルバルトは、教
育術のマニュアル化を図ることによって近代教育学の発展・展開に掉さしながらも、同時に、そ
のマニュアル化から零れ落ちる語り得ない知を「教育的タクト」として論じた。後者に焦点づけ
従来とは異なる新たなヘルバルト像を描出した鈴木は、2000 年代に、教育詩学研究やわざ・実
践知研究を精力的に進めた。他に、G. ブックの学習と経験に関する研究や、堀内守の教育の記
号論、レトリック分析による意味変換の技法を用いた皇紀夫の臨床知の探求等も展開されてい
る。本研究は、これらの先行研究の成果を踏まえ、思想史的手法を用いてさらに発展させるもの
である。 
 
 研究代表者である岡部も、これまでの研究のなかで、ある一つの例（を示すこと）が、その一
つの断片を手がかりに、それが有機的に位置づいている不可視の語り得ない全体を美的に構想
し描出するのに資するメディアであることを明らかにしてきた。とはいえ、不可視の語り得ない
全体をさし示す例示やアナロジー的思考のすべてが人間の生成・変容を生起させるわけではな
く、また、教育にかかわるわけでもない。では、いかなる原理において作用する時、例示やアナ
ロジー的思考は人間の生成・変容を生起させ得るのだろうか。また、例示やアナロジー的な思考
を介した行為が教育と呼ばれ得るのは、いかなる条件のもとにおいてなのだろうか。これらの問
題は、重要であるにもかかわらず、必ずしもいまだ十分には問われてきていない。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、従来の近代教育学が追求してきた実証科学的に説明可能な（いわゆる
evidence-based な）知に回収されない、例やアナロジーで語るしかないような知が、人間の生
成・変容や教育という営みといかなる連関にあるのかを、思想史的手法を用いて解明することに
ある。この目的を達成するにあたっては、さまざまな学問諸領域が未分化のまま混在するなか実
証科学と親和的な形で近代教育学が成立した 18 世紀、そして実証科学と近代教育学が加速度的
に発展・展開すると同時に、それらに対抗・抵抗する思想とその思想に基づく教育学が構想され
た 19～20 世紀転換期に焦点を当てる。これを通して、近代教育思想史のなかにある（あった）
合理化一辺倒ではないいくつもの思想の筋を掘り起こし、辿り直し、近代教育思想・教育言説の
別様の筋立てを構想し直す。 
 
 
３．研究の方法 
 



 本研究は、例示とアナロジー的な思考に焦点づけた思想史研究を通して、近代教育思想・教育
言説の別様の筋立てを構想し直すという目的のもと、次の〔１〕・〔２〕を行う。これに際して、
研究代表者・分担者・協力者を(1)18 世紀の思想、(2)19～20 世紀転換期の思想を対象とする 2
つのグループに分ける。〔１〕史資料・文献の調査と収集、その分析と批判的解釈によって、例
示・アナロジー的な思考と人間の生成・変容および教育とがいかなる連関にあるのかを思想史的
手法で解明する。〔２〕〔１〕の成果を相互に比較検討しつつ関連づけ、近代教育思想史のなかに
ある（あった）合理化一辺倒ではない思想の筋を掘り起こし、丁寧に辿り直す。 
 
 
４．研究成果 
 
研究期間内に、学会発表（公開シンポジウム含む）を 13 件（うち、国際学会 5件）、論文を 11

本（うち、査読有 5本、国際誌 4本）、図書 4冊（うち、英文 1冊）を研究成果として打ち出し
た。また、研究成果を広く世に問うべく、ホームページも立ち上げた。これらの研究活動を通し
て明らかになったのは、以下のことである。 
18 世紀から現代までを通し、実証科学と親和的な近代教育学は、一対一対応の知を厳密に適

用し、人間の生と世界を予測可能・計算可能・操作可能なシステムとして構築してきた。だが、
人間の生と世界は、一対一対応の知の単なる総和ではあり得ず、つねに複数性・多義性を帯び、
別様にも語り得るという潜在的可能性を有する。本研究では、前者の知が（教育）思想史におい
て主流をなす「ロゴス論の系譜」（数値化を代表とする可視化傾向、技術的合理化・普遍化志向
を有する）にあるのに対し、後者の潜在的可能性をめぐる知が「パトス論の系譜」（ロゴス論の
系譜から零れ落ちるものに焦点を当て、主流の思想的系譜が図らずも周縁化・排除しているそう
したものごとからオールタナティヴな新しい潮流を創始しうる（ないしは、その潜在的可能性を
見出しうる）傾向を有する）として傍流ながらも継承されてきていることを明らかにした。 
こうしたパトス論的な知が、近代教育学の認識や思考のあり様に再考を迫り、複数的・多義的・

離接的な人間像・世界像の構想を可能にする教育学の新たなパラダイムを創成し得ることを、特
に次の諸成果のなかで明らかにしている。 
『教育学のパトス論的転回』（岡部美香・小野文生編著、東京大学出版会、2021 年）、この著書

の公開書評会としてのシンポジウム「『教育学のパトス論的転回を読む』」（2021 年 5 月 30 日、
日本教育学会・近畿地区理事会・大阪企画としてオンライン開催）、そしてこのシンポジウムの
報告論文（岡部美香ほか（2022）「『教育学のパトス論的転回』を読む（１）――さまざまな臨床
の視点から」『大阪大学教育学年報（大阪大学人間科学研究科・教育学系）』27、 pp.41-55。 岡
部美香ほか（2023）「『教育学のパトス論的転回』を読む（２）――教育哲学研究のさらなる展開
へ」『大阪大学教育学年報（大阪大学人間科学研究科・教育学系）』28、 pp.11-22。） 
また、本研究では、つねに複数性・多義性を帯び、別様にも語り得るという潜在的可能性に焦

点を当てるこのパトス論というパラダイムに立つ教育学が、教育学研究において近年、盛んにな
りつつある臨床的なフィールドワーク研究や質的な事例研究に根拠と原理を提供し得ることも
明らかにされた。換言するなら、人びとに寄り添う「臨床の知」の生成に貢献し得るという点で
ある。 
この「臨床の知」の生成可能性について論じるべく、2023 年 2月 18 日に「教育学の〈ことば〉 

シンポジウムⅠ レトリックとアナロジーの教育学的意味について」、同 3月 4日に「教育学の
〈ことば〉 シンポジウムⅡ 臨床的な学術研究とは」（いずれも、2022 年度日本教育学会・近
畿地区理事会・大阪企画としてハイブリッドで実施）を開催した。シンポジウムⅠでは、1990 年
代から 2000 年代にかけて活発化した同様の試みである教育詩学研究や臨床知の探求、物語論が
今日においても継承しうること、ポスト・コロニアリズム、ポスト・リテラシーという新たな文
脈のもとで批判的に展開させ得るという理論的可能性が明らかになった。この理論的可能性を、
教育実践および教育学の思考実践・フィールドワークに生かす具体的方途について、シンポジウ
ムⅡではさまざまな意見交換がなされた。これらのシンポジウムの成果を生かすべく、2023 年
度以降、シンポジウムの登壇者を中心に、理論的探究の研究会、フィールドワーク研究会を立ち
上げることになっている。 
さらに、本研究の成果は、限られた情報から世界全体の動向を見通すことが求められる今日の

グローバル社会を生きる子どもたちの育成、および、それを支援・促進する教師の実践に寄与し
得る。その一つの事例として、2023 年 3月 18 日に「私たちの創る「誰一人取り残さない」未来
の社会―プログラムⅠ 私たちが取り組む SDGs―日本から世界へ」（第 5 回大阪大学社会ソリュ
ーションイニシアティヴ（SSI）シンポジウムとしてハイブリッドで実施）、同 3月 21日に「誰
一人取り残さない」未来の社会―プログラムⅡ 私たちが創りたい未来の社会―大人たちに提言」
（日本 OECD 共同研究の一環としてオンラインで実施）を開催した。この２つのシンポジウムの
開催にあたっては、日本学術会議、日本教育学会、教育関連学会連絡協議会、大阪府教育委員会、
公益財団法人・稲盛財団、サントリー文化財団、松下幸之助記念志財団、海外子女教育振興財団
等に多大なるお力添えをいただいた。これらのシンポジウムを通して、大人のみならず、子ども
たちが自分の人生や自分が生きるこれからの社会・世界について公共の場で語る機会の重要性
が明らかになった。2023 年以降も、大阪大学 SSI の基幹プロジェクトとして継続的にこのよう
な機会を子どもたちに供するとともに、その重要性をホームページ等で発信する予定である。 
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